
全
管
連
岩
手
で
総
会
・
全
国
大
会

７００
名
が
集
い
組
織
力
ア
ピ
ー
ル

打
ち
水
大
作
戦
が
ス
タ
ー
ト

東
京
都
庁
で

開
幕
イ
ベ
ン
ト

全
国
に
取
り
組
み
発
信

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
大
澤
規
郎
会
長
）
は
七
月
十
二
日
、
岩
手
県
花
巻
市
の
ホ
テ
ル
紅
葉
館
で

第
五
十
七
回
通
常
総
会
を
開
き
、
新
年
度
事
業
計
画
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
大

澤
会
長
を
再
選
し
た
。
全
国
大
会
で
は
地
位
向
上
、
災
害
対
応
、
技
術
・
技
能
の
継
承
を
推
進
す
る
三
大
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
決
議
。
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
や
上
田
東
一
花
巻
市
長
ら
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
約
七
百
名
が
一
堂
に
集

い
、
盤
石
の
組
織
力
で
若
者
に
魅
力
あ
る
業
界
へ
邁
進
す
る
決
意
を
打
ち
固
め
た
。

総
会
に
は
会
員
四
十
九
団

体
が
出
席
、
上
田
忠
幸
事
務

局
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ

た
。
松
田
英
行
副
会
長
の
開

会
の
辞
、
大
澤
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
議
長
に
開
催

地
代
表
の
佐
々
木
英
樹
岩
手

県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合

会
会
長
、
副
議
長
に
和
田
勝

司
同
連
合
会
副
会
長
を
選

出
。
平
成
二
十
九
年
度
事
業

計
画
案
な
ど
を
承
認
し
、
役

員
改
選
で
大
澤
会
長
、
粕
谷

明
博
専
務
理
事
、
松
本
淳
司

常
務
理
事
を
再
選
し
た
。

全
国
大
会
で
は
大
澤
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
建
設

産
業
で
は
将
来
の
担
い
手
の

確
保
や
技
術
・
技
能
の
継
承

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
業
界

の
担
い
手
を
安
定
的
に
確
保

す
る
に
は
処
遇
改
善
が
不
可

欠
だ
。
若
年
層
に
魅
力
あ
る

職
場
環
境
の
整
備
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
力
強

く
決
意
を
表
明
し
た
。

功
労
者
表
彰
に
続
い
て
来

賓
の
勝
瑞
智
章
国
土
交
通
省

建
設
市
場
整
備
課
企
画
専
門

官
、
宮
崎
正
信
厚
生
労
働
省

水
道
課
長
、
石
井
宏
幸
国
交

省
下
水
道
事
業
課
事
業
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
室
長
、
達
増

岩
手
県
知
事
、
上
田
花
巻
市

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
眞
柄
泰

基
給
水
工
事
技
術
振
興
財
団

理
事
長
、
江
郷
道
生
同
専
務

理
事
、
大
貫
三
子
男
日
本
水

道
協
会
総
務
部
長
、
仁
井
正

夫
日
本
水
道
工
業
団
体
連
合

会
専
務
理
事
、
橋
本
政
昭
全

国
管
工
機
材
商
業
連
合
会
副

会
長
ら
が
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
①
水
道
法
改
正

で
優
良
な
工
事
事
業
者
の
地

位
向
上
を
実
現
し
よ
う
②
災

害
時
に
組
織
力
を
生
か
し
迅

速
に
対
応
し
よ
う
③
技
術
技

能
の
継
承
で
安
心
安
全
を
住

民
に
提
供
し
よ
う
―
―
の
三

つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
満
場
の

拍
手
で
採
択
。
ま
た
秋
山
雅

仁
青
年
部
協
議
会
会
長
が
活

発
な
活
動
報
告
を
行
っ
た
。

懇
親
会
で
は
鈴
木
俊
一
衆

院
議
員
、
石
田
祝
稔
衆
院
議

員
、
足
立
敏
之
参
院
議
員
、

田
村
誠
岩
手
県
議
会
議
長
ら

が
駆
け
つ
け
て
激
励
し
、
渡

辺
晧
副
会
長
・
宮
城
県
管
工

事
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長

の
音
頭
で
一
斉
に
乾
杯
。
歓

談
後
、
次
回
開
催
地
の
静
岡

県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合

会
（
伊
藤
哲
会
長
）
が
多
数

の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

東
京
都
主
催
の
打
ち
水
大

作
戦
２
０
１
７
開
幕
イ
ベ
ン

ト
「
打
ち
水
日
和
（
び
よ

り
）
〜
江
戸
の
知
恵
・
東
京

の
お
も
て
な
し
」
（
事
務
局

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日

本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
が
七
月

二
十
日
、
東
京
・
新
宿
の
都

庁
都
民
広
場
で
開
か
れ
た
。

小
池
百
合
子
都
知
事
ら
が
出

席
し
、
打
ち
水
の
文
化
・
歴

史
・
効
果
を
学
べ
る
セ
ミ
ナ

ー
や
打
ち
水
グ
ッ
ズ
作
り
が

体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
繰
り
広
げ
る
と
と

も
に
、
雨
水
や
二
次
利
用
水

を
活
用
し
た
打
ち
水
の
実
施

を
全
国
に
呼
び
か
け
た
。

打
ち
水
大
作
戦
は
江
戸
時

代
の
庶
民
の
知
恵「
打
ち
水
」

が
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
持
つ

の
か
検
証
す
る
社
会
実
験
と

し
て
二
〇
〇
三
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
。
打
ち
水
大
作
戦
本

部
（
本
部
長
・
竹
村
光
太
郎

日
本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理

事
）
は
日
本
全
国
さ
ら
に
は

世
界
で
打
ち
水
の
生
活
習
慣

化
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
毎
年
推
定
四
百
万

人
が
参
加
す
る
打
ち
水
大
作

戦
は
実
際
に
気
温
を
下
げ
る

の
は
も
と
よ
り
実
施
プ
ロ
セ

ス
を
通
じ
て
環
境
意
識
の
啓

発
や
水
の
再
利
用
の
促
進
、

近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

な
ど
多
彩
な
効
果
を
も
た
ら

す
呼
び
水
と
な
っ
て
い
る
。

当
日
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に

は
小
池
知
事
、
山
田
正
中
央

大
学
教
授
、
タ
レ
ン
ト
の
り

ゅ
う
ち
ぇ
る
さ
ん
が
出
席
。

小
池
知
事
は
「
環
境
相
時
代

か
ら
打
ち
水
の
効
果
に
興
味

が
あ
り
、
そ
の
普
及
促
進
に

努
め
て
き
た
。
江
戸
時
代
か

ら
続
く
素
晴
ら
し
い
知
恵
を

二
〇
二
〇
年
の
東
京
五
輪
で

も
活
か
し
た
い
。
東
京
全
体

で
気
温
が
一
度
下
が
れ
ば
原

子
力
発
電
所
二
基
分
の
節
電

に
つ
な
が
る
。
皆
で
協
力
し

合
い
、
日
本
の
お
も
て
な
し

文
化
を
世
に
広
め
て
い
き
た

い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

大澤会長

佐々木県連会長

花巻市のホテル紅葉館で開催

達増知事

上田市長

打ち水を行う小池都知事（中央）
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